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様式２－２－４－１ 中期目標期間評価 項目別評価調書（研究開発成果の最大化その他業務の質の向上に関する事項） 

 

１．当事務及び事業に関する基本情報 

Ⅰ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置  評定  

Ⅰ．1 放射線の人体への影響、放射線による人体の障害の予防、診断及び治療並びに放射線の医学的利用に関する研究開発等 

Ⅰ．1．1 放射線の医学的利用のための研究 

Ⅰ．1．1．1 重粒子線を用いたがん治療研究 評定  

Ⅰ．1．1．1(1) 重粒子線がん治療の標準化と適応の明確化のための研究 

関連する政策・施策 政策目標 9：科学技術の戦略的重点化 

施策目標 9-1：ライフサイエンス分野の研究開発の重点的推進及び倫理的課題等への取組 

施策目標 9-5：原子力・核融合分野の研究・開発・利用（紛争解決を含む）の推進 

当該事業実施に係る根拠

（個別法条文など） 

国立研究開発法人放射線医学総合研究所法第十四条第一号 

放射線の人体への影響、放射線による人体の障害の予防、

診断及び治療並びに放射線の医学的利用に関する研究開発 

当該項目の重要度、難易

度 

（必要に応じて重要度及び難易度について記載） 関連する研究開発評価、政

策評価・行政事業レビュー 

平成 27 年度行政事業レビューシート番号 0231 

 

２．主要な経年データ 

 主要なアウトプット（アウトカム情報）  ②主要なインプット情報（財務情報及び人員に関する情報） 

 指標等 基準値等 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度  H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 

 計画値       予算額（千円） 5,669,816 5,472,466 5,033,993 4,526,068  

 実績値       決算額（千円） － － － －  

 達成度       経常費用（千円） － － － －  

 計画値       経常利益（千円） － － － －  

 
実績値 

      行政サービス実施コスト

（千円） 
－ － 

－ －  

  達成度       従事人員数 １７６ １７０ １６３ １５８  

注）予算額、決算額は支出額を記載。人件費については共通経費分を除き各業務に配賦した後の金額を記載 

３．中期目標、中期計画、主な評価軸、業務実績等、中期目標期間評価に係る自己評価及び主務大臣による評価  

 中期目標 中期計画 主な評価軸（評価の視

点）、指標等 

法人の業務実績・自己評価 主務大臣による評価 

主な業務実績等 自己評価 （見込評価） （期間実績評価） 

 重粒子線がん治療

は、臓器の別、がん

の悪性度を問わず

良好な治療成績を

あげ、副作用が極め

て少なく低侵襲性

で患者への負担も

少ない治療法であ

り、先進医療の承認

より患者の負担の少ない

治療法（治療期間の短縮、

正常組織の低侵襲化、治療

成績の一層の向上のため

の薬物併用等）を確立し、

標準化するための研究や、

難治性がん等への適応拡

大のための研究を実施す

る。  

より患者の負担の少ない

治療法（治療期間の短縮、

正常組織の低侵襲化、治

療成績の一層の向上のた

めの薬物併用等）を確立

し、標準化するための研

究や、難治性がん等への

適応拡大のための研究を

実施する。 

  評定 B 評定  

＜評定に至った理由＞ 

 重粒子線がん治療の標準

プロトコールの確立に関し

て５つのプロトコールを臨

床試験から先進医療へ移行

し、呼吸同期３次元高速ス

キャニング技術の臨床応

用、PET 画像と重粒子線が
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も受けている。  

今期においては前

期における成果を

踏まえ、より多くの

患者に最適な治療

を提供するため、治

療の標準化や適応

の拡大を目指す。こ

のため線量集中性

が高く、呼吸同期を

可能とする 3 次元

高速スキャニング

技術の着実な臨床

応用に取り組むと

ともに、照射が困難

な部位の治療を可

能とする照射法（小

型回転ガントリー

方式）の実用化に取

り組む。また、画像

診断技術を重粒子

線がん治療に融合

し、腫瘍の位置や経

時変化に即時に対

応できる治療技術

の開発とその実用

化に取り組む。これ

らにより、新たに 5

以上のプロトコー

ル(臨床試験計画書)

について臨床試験

から先進医療に移

行するとともに、上

記の新規照射技術

による治療の分割

照射回数について

は、現行技術比 20%

以上の短縮化を目

指す。  

また、ゲノム生物学

や細胞生物学的手

 

・重粒子線がん治療の標準

プロトコールを確立する

ための臨床試験及び先進

医療を継続し、そこから得

られる臨床データ及び知

見を基礎として、進行性の

腎臓がんや胆管がん等の

難治性がん等への適応拡

大を目指した新たな臨床

試験を実施し、新たに 5 以

上のプロトコール(臨床試

験計画書)について臨床試

験から先進医療に移行す

る。  

 

・呼吸同期 3 次元高速スキ

ャニング技術をはじめと

した次世代照射法を用い

て、より良い線量分布の下

で臨床試験を開始すると

ともに、最新の画像診断技

術を導入して、診断精度の

向上、治療計画の高精度

化、さらに、画像誘導技術

を治療に応用し、呼吸同期

3 次元高速スキャニング技

術を用いた治療の分割照

射回数について現行技術

比 20%以上の短縮化を目

指した研究開発に取り組

む。  

 

 

 

・ 根 拠 に 基 づ く 医 療

（ Evidence-based 

medicine; EBM）に配慮し

た研究を行うために、診療

データの規格化を進める

とともに国内外の研究機

 

・重粒子線がん治療の標

準プロトコールを確立す

るための臨床試験及び先

進医療を継続し、そこか

ら得られる臨床データ及

び知見を基礎として、進

行性の腎臓がんや胆管が

ん等の難治性がん等への

適応拡大を目指した新た

な臨床試験を実施し、新

たに 5 以上のプロトコー

ル(臨床試験計画書)につ

いて臨床試験から先進医

療に移行したか。 

 

・呼吸同期 3 次元高速ス

キャニング技術をはじめ

とした次世代照射法を用

いて、より良い線量分布

の下で臨床試験を開始す

るとともに、最新の画像

診断技術を導入して、診

断精度の向上、治療計画

の高精度化、さらに、画

像誘導技術を治療に応用

し、呼吸同期 3 次元高速

スキャニング技術を用い

た治療の分割照射回数に

ついて現行技術比 20%以

上の短縮化を目指した研

究開発に取り組んだか。 

 

 

 

・根拠に基づく医療

（ Evidence-based 

medicine; EBM）に配慮

した研究を行うために、

診療データの規格化を進

めるとともに国内外の研

ん治療との融合も着実に進

展し、優れた成果が得られ

ている。 

 

＜今後の課題＞ 

・J-CROS は平成 26 年度に

設置されたところであり、

今後の多施設共同臨床研究

による具体的な取組を引き

続き進めていく必要があ

る。 

 

・特に、重粒子線がん治療

への早期の保険適用に向

け、関係機関が一体となっ

て、治療の安全性、有効性

に関する症例データの集

積・解析等の取組を進める

こと。 

 

＜その他事項＞ 
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法を用いた粒子線

生物学研究を実施

し、重粒子線による

がん治療作用のメ

カニズムの解明を

通じて、重粒子線が

ん治療に資する情

報を提供する。 

さらに、重粒子線が

ん治療を国内外に

普及するための明

確なビジョンと戦

略の下、関係機関と

の連携、協力の全体

像を明らかにした

上で研究所として

の具体的かつ戦略

的なロードマップ

を策定し、その実践

に不可欠な、国際競

争力強化や国内外

機関の研究者及び

医療関係者を対象

とした専門家の育

成にも取り組む。 

関と情報連携を行い、広い

視野の下で臨床研究を推

進する。  

 

究機関と情報連携を行

い、広い視野の下で臨床

研究を推進したか。 

 

 

４．その他参考情報 

（諸情勢の変化、評価対象法人に係る分析等、必要に応じて欄を設け記載） 

 

 

 


